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関西学院大学アドミッション・ポリシーについて 

 

Ⅰ．関西学院大学アドミッション・ポリシー 

世界を視野におさめ、他者（ひと）への思いやりと社会変革への気概を持ち、高い識見と倫理観を備えて自己を確

立し、自らの大きな志を持って行動力を発揮する“Mastery for Service（奉仕のための練達）”を体現する世界市

民を育成することが関西学院のミッションです。 

関西学院大学は、このミッションに共感し、大学での学びや諸活動の中で、自分への挑戦をし続ける意欲にあふれ、

さまざまな適性を有する多様な背景をもった学生・生徒を世界のあらゆる地域から受け入れます。 

そのために、これまでに培われた確かな基礎学力、活動や経験を通じて身に付けた資質、能力、学ぶ意欲や人間

性などを、多様な入試制度により多元的に評価することを基本的な方針としています。 

 

Ⅱ．各学部のアドミッション・ポリシー 

神学部アドミッション・ポリシー 

神学部では、キリスト教が人類の歴史の中で生み出してきた思想や文化的財などについて専門領域ならびに学際

的領域での学びを深め、その精神に基づいて社会に奉仕することができるよう、教育することを目標としています。 

くわえて高等学校までの基礎的な学習を土台にして、ボランティアや課外活動、あるいは社会人としての経験など

から培った多様な能力をもつ者を幅広く受け入れています。 

そのため、以下の項目を募集方針の要素として、筆記を中心とする一般選抜入学試験と、面接（口頭試問含む）

を採り入れた各種入学試験によって高等学校における基礎学力「知識・技能」「思考力・判断力・表現力」「主体

性・多様性・協働性」を、それぞれの入学試験において重み付けを行い評価しています。 

 

神学部に入学を望む者に期待することは、 

1. キリスト教の生み出した思想、文化的財などの学際的な領域に興味をもっている 

2. キリスト教について幅広く関心をもっている 

3. 世界の歴史や日本の歴史について知識がある 

4. 日本語、英語について一定水準の能力がある 

5. 「倫理」あるいは「数学」あるいは「地理｣について知識がある 

 

キリスト教伝道者コースに入学を許可される者は、 

6. 将来クリスチャンワーカーを含めた伝道者となる意志をもっている 

7. バプテスマ（洗礼）を受けた者である 

8. 聖書、キリスト教について一定量の知識がある 

9. 聖書、キリスト教について調べることができる 

 

 

Ⅲ．入学試験毎のアドミッション・ポリシー 

１．一般選抜入学試験 

一般選抜入学試験は、各学部での教育に必要な「総合的な学力を持つ受験生を選抜する」ものです。 

一般入学試験では各学部の教育理念・目標に基づき試験教科・科目、配点を設定し、筆記試験により関西学院

大学で学ぶために必要な学力「知識・技能」「思考力・判断力・表現力」を判定するための問題を独自に作成して

います。 

全学日程の文系入学試験では本学で学ぶために必要な「英語」「国語」を必須とし、「日本史」「世界史」「地理」

「数学(記述式)」を選択科目とし筆記試験を実施します。全学日程の国際学部については、高い英語能力を有す

る生徒を評価するため、「英語」に特化した「英語」「英語論述」による入学試験も実施しています。 

学部個別日程の文系入学試験では本学で学ぶために必要な「英語（記述式含む）」を必須とし、「国語（記述式含

む）」「日本史」「世界史」「数学(記述式)」を選択科目とし筆記試験を実施します。なお文学部・法学部では「国語
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（記述式含む）」「日本史」「世界史」「数学(記述式)」に加えて「地理」を選択科目に加えています。人間福祉学部

については学部個別日程において「英語」「国語」の 2 科目による筆記試験を行っています。教育学部については

初等教育学コースの主体性評価方式の入試において、高等学校における生徒会活動、学校行事、課外活動等

でのリーダーシップを、調査書と提出書類を合わせて評価する入学試験を実施します。 

理系入学試験においては全学日程を 2 日間実施、入試制度も 2 種類実施しています。総合型および数学・理科

重視型においては、本学で学ぶために必要な「英語」「数学(記述式)」を必須とし、理科(記述式)「物理」「化学」

「生物」のいずれかを選択する筆記試験を実施しています。 

一般入学試験関学独自方式日程は、英語・数学型、関学英語併用型、関学数学併用型の３方式を実施してい

ます。英語・数学型は、関西学院大学独自の「英語（記述式含む）」と「数学(記述式)」による筆記試験を実施し、

「知識・技能」「思考力・判断力・表現力」を判定しています。関学英語併用型・関学数学併用型は、関西学院大

学独自の「英語（記述式含む）」または「数学（記述式）」に、大学入学共通テストの教科・科目の得点を加味し、各

学部で学ぶための学力と総合的な基礎学力を有する生徒を選抜するために実施しています。 

 

大学入学共通テストを利用する入学試験は、「一般入試とは異なるタイプの受験生を受け入れるための入試制度」

と位置づけています。大学入学共通テストで実施している教科・科目の筆記試験をもとに、本学で学ぶために必要

な総合的な基礎学力を「知識・技能」を中心に判定を行い、大学入学共通テストの得点のみで合否判定を行いま

す。 

1 月出願においては、総合政策学部３科目英数型を除く文系学部は「外国語」「国語」を必須として、「数学」「理

科」「地理歴史」「公民」から高得点を採用する方式を 3 科目型、5 科目型の方式で実施しています。理系学部は

「英語」「数学」を必須として各学科の学びに必要な科目について必須科目もしくは選択科目として加え科目数を

設定し、高等学校における各教科の基礎学力のうち「知識・技能」を評価します。 

3 月出願においては、文系学部は「英語」を必須とし、「国語」「数学」「理科」「地理歴史」「公民」から高得点科目

を採用する方式を実施しています。理系学部は「英語」「数学」を必須として各学科の学びに必要な科目について

必須科目もしくは選択科目として加え、高等学校における各教科の基礎学力のうち「知識・技能」を評価します。 

また、大学入学共通テストを利用する入学試験（1 月出願 英語検定試験活用型）は、「読む」「書く」「聞く」「話す」

の英語の 4 技能を身に付けた生徒を選抜するために、提出された書類のうち英語検定試験のスコアを出願資格と

して高く評価し、大学入学共通テストの教科・科目の得点を活用して実施する入学試験であり、「知識・技能」「思

考力・判断力・表現力」を得点として評価し、検定試験に取り組んだ「主体性」を高く評価します。 

 

２．グローバル入学試験 

 グローバル入学試験は、入学後、本学のスーパーグローバル大学創成事業におけるインターナショナル・プログラ

ムに積極的に取り組むことを希望する生徒や、将来、国際的な活躍を目指す生徒を対象に 5 つのカテゴリーで実

施する入学試験です。 

 

① 国際貢献活動を志す者のための入学試験 

国際貢献活動を志す者のための入学試験は、関西学院大学が先駆として実施している学生の国際ボランティ

アに参加することを志す者で、秀でた英語コミュニケーション能力を有し、国際的課題に関し興味を持ち課題解決

のための提案を行い、実践しようとする意欲を持つ者を対象とした入学試験です。英語検定試験においてＣＥＦＲ 

Ｂ2 以上を有する生徒、課題研究や模擬国連等に取り組み知識・技能、思考力・判断力・表現力を有し主体性・

多様性・協働性を高めた課題解決能力を有する生徒を対象に出願資格を設定し評価を行っています。 

一次審査においてはこれらの実績や成果と、提出された志望理由書等の書類と合わせた書類審査と口頭試

問・適性面接審査により評価を行います。口頭試問・適性面接審査では日本語および英語による面接により、国

際的な知識や英語コミュニケーション能力、発展途上国でのプログラムに参加するために必要なチャレンジ精神、

価値観や粘り強さを評価しています。 

二次審査では志望する学部の面接（口頭試問含む）により学ぶ意欲や人間性などを評価し選抜を行います。 
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② 英語能力・国際交流経験を有する者を対象とした入学試験 

英語能力・国際交流経験を有する者を対象とした入学試験は、関西学院大学のインターナショナル・プログラム

（国際教育プログラム）において国際社会で活躍する能力を身に付けることを志し、秀でた英語コミュニケーション

能力を有する者、もしくは国際交流体験による異文化社会における経験を有する者で、国際的課題に関し興味を

もち課題解決のための提案に意欲を有する者を対象とした入学試験です。 

出願資格として、英語検定試験において CEFR B1 程度以上を有する生徒、海外における留学経験を有する生

徒、模擬国連等に取り組み問題解決能力を育んだ生徒、英語弁論大会、英語エッセイコンテスト等において入賞

した経験を持つ英語コミュニケーション能力を有する生徒を対象に設定し、調査書など提出された書類とあわせて、

「主体性」を中心とした書類審査を行っています。 

また、英語を題材とした論述試験、日本語小論文試験を実施し「知識・技能」「思考力・判断力・表現力」を評

価し、書類審査の結果と合わせた総合評価による一次審査を行います。二次審査では志望する学部の面接（口

頭試問含む）により学ぶ意欲や人間性などを評価し選抜を行います。 

 

③ インターナショナル・バカロレア入学試験 

インターナショナル・バカロレア入学試験は、関西学院大学のインターナショナル・プログラム（国際教育プログラ

ム）において、国際社会で活躍する能力を身につけることを志す者で、国際的に認められた大学入学資格であるイ

ンターナショナル・バカロレアＤＰ（ディプロマ・プログラム）の課程を修了後、統一試験に合格し、インターナショナル・

バカロレア資格を有する者を受け入れるための入学試験です。出願時においてフルディプロマを取得済みの者でス

コアが 32 ポイント以上の者、もしくは取得見込で IB PREDICTED SCORE が出願時に 32 ポイント以上であるものは

英語論述審査が免除となります。   

また日本の一条校において上記のスコアを有する者は日本語小論文が免除となります。これに満たない者につ

いては、英語を題材とした論述試験・日本語小論文試験を実施し「知識・技能」「思考力・判断力・表現力」を評価

する一次審査を行います。二次審査においては学部の面接（口頭試問含む）により学ぶ意欲や人間性などを評価

し選抜を行います。 

④ グローバルキャリアを志す者のための入学試験（英語エッセイ方式） 

 グローバルキャリアを志す者のための入学試験は関西学院大学のインターナショナル・プログラム（国際教育プロ

グラム）もしくは総合政策学部独自のカリキュラムである（グローバルキャリア・プログラム）において、国際社会で活

躍することを志し、英語コミュニケーション能力をもつ者を対象とした入学試験です。国際社会で活躍する能力を

身につけることをめざし、現代社会で話題となっている様々なニュース、トピックに対して、自身の知識や考えを英

語で伝えることのできる生徒を対象に実施します。 

一次審査においては筆記審査を行い、現代社会で話題となっているトピック 4 題のうち、2 題を選択し、それぞれ

英語 300 語程度のエッセイを書いてもらいます。また自分の書いたエッセイに適切な英語のタイトルをつけてもらい

ます。トピックはいずれも英語で書かれており、それらに関する情報や資料は掲載されていません。そのトピックにつ

いての知識、考え方も評価の対象とします。新聞などで社会の動きを知っていることも問われます。二次審査にお

いては、面接（口頭試問含む）を行い学ぶ意欲や人間性を評価し書類審査と合わせ 

 

⑤ グローバルサイエンティスト・エンジニア入学試験 

 グローバルサイエンティスト・エンジニア入学試験は国際的に活躍する科学者や技術者となることを志し、自然科

学に関する科目について一定の学力を有し、秀でた英語コミュニケーション能力を有する者、インターナショナル・

バカロレア資格を有する者、高等学校在籍時に海外において自然科学に関する教育を受けた経験を有する者もし

くは自然科学分野における特記すべき国際交流経験を有する者、国際科学技術コンテストに出場した経験を有す

る者を出願資格として設定し、調査書等提出された書類とあわせ「主体性」を中心に書類審査を行います。 

また、入学後必要な数学、理科の基礎知識を問う筆記試験を実施し「知識・技能」「思考力・判断力・表現力」を

中心に評価し、書類審査の結果と合わせた総合評価による一次審査を行います。二次審査では志望する学部の

面接（口頭試問含む）により学ぶ意欲や「主体性・多様性・協働性」について評価し、出願時提出書類と合わせて

総合的に判断し選抜を行います。 
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３．推薦入学 

推薦入学は高等学校長の責任ある推薦により本学で学ぶために必要な学力を有する生徒を受け入れるものです。

審査においては調査書、自己推薦書、志望理由書、学校長推薦書等の提出書類による書類審査と面接（口頭試

問含む）を通じて、「知識・技能」「思考力・判断力・表現力」「主体性・多様性・協働性」を多面的・多元的に評価し

ます。 

 

① 院内推薦入学 

１）関西学院高等部 

関西学院高等部推薦入学は関西学院の一貫教育の大きな柱として位置づけられています。高等部でキリスト教

主義教育による関西学院の建学の精神をもとに学んだ生徒を受け入れることにより、大学進学後もそれぞれの学

部において、正課、課外活動、学内諸活動の面で学生の核となり、他の入学者に対しても良い影響を与え関西学

院の学風を担うことを期待し実施するものです。審査では志願提出書類の書類審査と面接（口頭試問含む）を通

じて、「知識・技能」「思考力・判断力・表現力」「主体性・多様性・協働性」を多面的・多元的に評価します。 

 

２）関西学院千里国際高等部 

関西学院千里国際高等部推薦入学は、千里国際高等部の特色である国際教育と、キリスト教主義教育による関

西学院の建学の精神をもとに学んだ生徒を受け入れることにより、大学進学後もそれぞれの学部において、正課、

課外活動、学内諸活動の面で学生の核となり、関西学院大学の活性化に寄与することを期待し実施するものです。

審査では志願提出書類の書類審査と面接（口頭試問含む）を通じて、「知識・技能」「思考力・判断力・表現力」

「主体性・多様性・協働性」を多面的・多元的に評価します。 

 

② 継続校推薦入学 

啓明学院継続校推薦入学は、キリスト教主義教育により学んだ啓明学院高等部の生徒を受け入れることにより、

大学進学後もそれぞれの学部において、正課、課外活動、学内諸活動の面で学生の核となり、関西学院大学の

活性化に寄与することを期待し実施するものです。審査では志願提出書類の書類審査と面接（口頭試問含む）を

通じて、「知識・技能」「思考力・判断力・表現力」「主体性・多様性・協働性」を多面的・多元的に評価します。 

 

③ 提携校推薦入学 

関西学院大学提携校推薦入学は、個性的でかつ高い資質をもつ生徒を受け入れるために実施しています。関西

学院の建学の精神および教育理念を理解し、各校独自の特色を活かした優れた教育プログラムによって学んだ

生徒を受け入れるものです。審査では志願提出書類の書類審査と面接（口頭試問含む）を通じて、「知識・技能」

「思考力・判断力・表現力」「主体性・多様性・協働性」を多面的・多元的に評価します。 

 

④ 協定校推薦入学 

１）キリスト教学校枠 

関西学院大学協定校推薦入学は、高等学校のキリスト教主義教育により学び、個性的でかつ高い資質をもつ生

徒を受け入れるために実施しています。関西学院の建学の精神および教育理念を理解し、高等学校独自の特色

を活かした優れた教育プログラムによって学んだ生徒を受け入れるものです。審査では志願提出書類の書類審査

と面接（口頭試問含む）を通じて、「知識・技能」「思考力・判断力・表現力」「主体性・多様性・協働性」を多面的・

多元的に評価します。 

 

２）グローバル枠 

関西学院大学協定校推薦入学は、個性的でかつ高い資質をもつ生徒を受け入れるために実施しています。21世

紀的な教育目標であるグローバルな観点に立って国際社会に貢献できる人材として、関西学院の建学の精神お

よび教育理念を理解し、高等学校独自の特色を活かした優れた教育プログラムによって学んだ生徒を受け入れる
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ものです。審査では志願提出書類の書類審査と面接（口頭試問含む）を通じて、「知識・技能」「思考力・判断力・

表現力」「主体性・多様性・協働性」を多面的・多元的に評価します。 

 

３）グローバル＋キリスト教校枠 

関西学院大学協定校推薦入学は、21 世紀的な教育目標であるグローバルな観点に立って国際社会に貢献でき

る人材として、そして高等学校のキリスト教主義教育により学び、個性的でかつ高い資質をもつ生徒を受け入れ、

関西学院の建学の精神および教育理念を理解し、高等学校独自の特色を活かした優れた教育プログラムによっ

て学んだ生徒をも受け入れるために実施するものです。審査では志願提出書類の書類審査と面接に（口頭試問

含む）を通じて、「知識・技能」「思考力・判断力・表現力」「主体性・多様性・協働性」を多面的・多元的に評価しま

す。 

 

⑤ 指定校推薦入学 

指定校推薦入学は一定の学力「知識・技能」「思考力・判断力・表現力」「主体性・多様性・協働性」を有する生徒

を高等学校長の責任に基づく推薦を受け、書類審査・面接（口頭試問含む）によって各学部において学ぶ意欲等

を総合的に評価し受け入れるための制度です。 

 

神学部 

関西学院大学神学部において勉学することに強い意欲をもつ、成績優秀な生徒を推薦によって求め、総合大学

の特色を生かし、豊かな人格を培い、幅広い一般諸学の教養と深い神学的素養とを身に付けさせ、社会に仕える

者を育成することを目的とします。審査に際しては、志願提出書類と面接（口頭試問含む）を通じて、「知識・技能」

「思考力・判断力・表現力」「主体性・多様性・協働性」を多面的・多元的に評価します。 

 

⑥ 指定校推薦編入学 

神学部 

関西学院大学指定校推薦編入学制度では、指定校学校長の責任に基づいて、知識・技能、思考力・判断力・表

現力、主体性・多様性・協働性等の能力や資質を有すると判断され推薦された学生を、各学部が書類審査・面

接等を通して総合的に評価し、編入生として受け入れます。  

神学部指定校推薦編入学制度では、関西学院聖和短期大学に特有のキリスト教主義に基づく保育者育成教育

を受け、上述のとおり推薦された学生のうち、将来において伝道者あるいはクリスチャン・ワーカーとして社会に貢献

することを志してキリスト教神学の理解をさらに深めることを願う者を、書類審査・面接等を通して総合的に評価し、

編入生として受け入れます。 

 

 

４．SGH・SSH・探究（課題研究）評価型入学試験 

１）スーパーグローバルハイスクール対象入学試験 

関西学院は、キリスト教主義に基づく「学びと探究の共同体」として、ここに集うすべての者が生涯をかけて取り組む

人生の目標を見出せるよう導き、思いやりと高潔さをもって社会を変革することにより、スクールモットー“Mastery 

for Service（奉仕のための練達）”を体現する、創造的かつ有能な世界市民を育むことを使命としています。 

2014 年度よりスタートした文部科学省スーパーグローバルハイスクール事業は、急速にグローバル化が加速する

現状を踏まえ、社会課題に対する関心と深い教養に加え、コミュニケーション能力、問題解決力等の国際的素養

を身に付けることを重視し、課題研究と高大連携を二本の柱として教育プログラムの開発を目指しています。この

スーパーグローバルハイスクール、ＳＧＨアソシエイト校において、課題研究を通じて能力を高めた生徒を、多面的・

総合的に評価を行い、積極的に受け入れ、本学が採択されたスーパーグローバル大学事業への接続を促進する

ための入学試験を実施します。 

一次審査においては書類審査を行います。さらに二次審査において学部毎に面接・集団討論・プレゼンテーショ

ン・口頭試問を行います。課題研究を通じて培った「知識・技能」「思考力・判断力・表現力」「主体性・多様性・協
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働性」を多面的、多元的に評価を行います。高等学校までの学びを通じて培ったありのままの力を評価しますので、

入学試験のために特段の準備を必要とするものではありません。 

出願資格として、英語検定試験スコア CEFR B1 レベル以上を有する者と設定しています。 

 

２）スーパーサイエンスハイスクール対象入学試験 

関西学院は、キリスト教主義に基づく「学びと探究の共同体」として、ここに集うすべての者が生涯をかけて取り組む

人生の目標を見出せるよう導き、思いやりと高潔さをもって社会を変革することにより、スクールモットー“Mastery 

for Service（奉仕のための練達）”を体現する、創造的かつ有能な世界市民を育むことを使命としています。 

文部科学省スーパーサイエンスハイスクール事業の趣旨は、高等学校及び中高一貫教育校における先進的な理

数教育を通じ、生徒の科学知識・技能と科学的思考力・判断力を高めることにより将来の国際的な科学技術系人

材の育成を図ることとなっています。スーパーサイエンスハイスクールにおいて、課題研究を通じて能力を高めた

生徒を、多面的・総合的に評価を行い、積極的に受け入れ、本学が採択されたスーパーグローバル大学事業へ

の接続を促進するための入学試験を実施します。 

一次審査においては書類審査を行います。さらに二次審査において学部毎に面接・集団討論・プレゼンテーショ

ン・口頭試問を行います。課題研究を通じて培った「知識・技能」「思考力・判断力・表現力」「主体性・多様性・協

働性」を多面的、多元的に評価を行います。高等学校までの学びを通じて培ったありのままの力を評価しますので、

入学試験のために特段の準備を必要とするものではありません。 

出願資格として、英語検定試験スコア CEFR A2 レベル以上を有する者と設定しています。 

 

３）探究（課題研究）評価型公募推薦入学試験 

関西学院のスクールモットーは“Mastery for Service”。 これは、第 4 代院長 C.J.L.ベーツ宣教師が学生たちに与

えた言葉で、 「奉仕のための練達」と訳されています。わかりやすく言えば、「人々に奉仕できる、社会に役立つ知

識と人間性を、自らの主体性を持って磨き上げよ」ということです。関西学院大学では、その教育目的を具現化で

きる、意欲に満ちた受験生を求めています。 

特に、本学で学ぶにふさわしい知識・技能、思考力・判断力・表現力を有しているだけでなく、横断的・総合的な学

習や探究的な学習を通して、自ら課題を見付け、自ら学び、自ら考え、主体的に判断し、よりよく問題を解決する

資質や能力を持ち、多様な人々と協働して学ぶ態度を身につけた学生を求めています。 

一次審査においては書類審査を行います。さらに二次審査において学部毎に面接・集団討論・プレゼンテーショ

ン・口頭試問を行います。課題研究を通じて培った「知識・技能」「思考力・判断力・表現力」「主体性・多様性・協

働性」を多面的、多元的に評価を行います。高等学校までの学びを通じて培ったありのままの力を評価しますので、

入学試験のために特段の準備を必要とするものではありません。 

出願資格として、英語検定試験スコア CEFR A2 レベル以上を有する者と設定しています。 

 
５．総合選抜入学試験 

関西学院のスクールモットーは“Mastery for Service”。 これは、第 4 代院長 C.J.L.ベーツ宣教師が学生たちに与

えた言葉で、 「奉仕のための練達」と訳されています。わかりやすく言えば、「人々に奉仕できる、社会に役立つ知

識と人間性を、自らの主体性を持って磨き上げよ」ということです。関西学院大学では、その教育目的を具現化で

きる、意欲に満ちた受験生を求めています。 

特に，本学で学ぶにふさわしい知識・技能、思考力・判断力・表現力を有しているだけでなく、主体的に学ぶ強い

意欲をもった学生を求めています。 

総合選抜入学試験では、様々な選抜方法を組み合わせる事により多面的・総合的に学力の三要素の評価を行い

ます。本学で学ぶにふさわしい知識・技能、思考力・判断力・表現力を有しているかについては、調査書や論述審

査、小論文審査等、多様な方法で評価します。学びに向かう力・人間性（知識・技能、思考力・判断力・表現力を

含む）については、提出された資料も併せて活用しながら、面接（口頭試問含む）、グループ学習、プレゼンテーシ

ョン等により評価します。 

出願資格として、文系学部については、英語検定試験スコア CEFR B1 レベル以上、理系学部については CEFR 
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A2 レベル以上を有する者と設定しています。 

 

神学部 

関西学院大学神学部では、キリスト教が人類の歴史の中で生み出してきた思想や文化的財などについて専門領

域ならびに学際的領域での学びを深め、その精神に基づいて社会に奉仕することができるよう、教育することを目

標としています。そのためには、世界の動向を視野に入れ、キリスト教から生まれた文化的事象や思想に関する専

門的な知識を身につけるとともに、社会の諸現象への深い洞察力を持ち、他の諸分野と学問的な対話をする力を

養う必要があります。 

本学部では、このような趣旨に基づき、学力審査では十分にはかることのできなかった多彩な能力を評価するため

総合選抜入試を行います。高等学校における基礎学力「知識・技能」「思考力・判断力・表現力」「主体性・多様

性・協働性」を有しており、神学部で学ぶ意欲を強く持ち、社会と人間に仕える志を高く持つ学生を受け入れるべく、

調査書や論述審査、面接（口頭試問含む）等によって評価を行います。入学者選抜に際しては上述の趣旨にのっ

とって総合的に判断しますが、提出された書類・調査書及び小論文によっておもにキリスト教理解を中心とした「知

識・技能」と志望動機とを評価し、面接（口頭試問含む）によっておもに「思考力・判断力・表現力」と「主体性・多

様性・協働性」を評価します。 

 

６．アドミッションズ・オフィス入学試験 

関西学院のスクールモットーは“Mastery for Service”。 これは、第 4 代院長 C.J.L.ベーツ宣教師が学生たちに与

えた言葉で、 「奉仕のための練達」と訳されています。わかりやすく言えば、「人々に奉仕できる、社会に役立つ知

識と人間性を、自らの主体性を持って磨き上げよ」ということです。関西学院大学では、その教育目的を具現化で

きる、意欲に満ちた受験生を求めています。 

特に，本学で学ぶにふさわしい知識・技能、思考力・判断力・表現力を有しているだけでなく、主体的に学ぶ強い

意欲をもった学生を求めています． 

アドミッション・オフィス入学試験では、各学部が掲げる独自のアドミッション・ポリシーをもとに、対面での審査を重

視し，ひとりひとりの能力を丁寧に見極める評価をアドミッション・オフィサーが実施します。従来の教科科目の筆記

試験だけでは測ることができない多様な能力や、様々な経験や活動を通じて身につけた豊かな人間性、あるいは

将来性・可能性などを、「知識・技能」「思考力・判断力・表現力」「主体性・多様性・協働性」の観点から多面的に

評価します。 

出願資格として、英語検定試験スコア CEFR B1 レベル以上を有する者と設定しています。 

 

８．特別選抜入学試験 

関西学院のスクールモットーは“Mastery for Service”。 これは、第 4 代院長 C．J．L．ベーツ宣教師が学生たち

に与えた言葉で、 「奉仕のための練達」と訳されています。わかりやすく言えば、「人々に奉仕できる、社会に役立

つ知識と人間性を、自らの主体性を持って磨き上げよ」ということです。関西学院大学では、その教育目的を具現

化できる、意欲に満ちた受験生を求めています。 

特に、本学で学ぶにふさわしい知識・技能、思考力・判断力・表現力を有しているだけでなく、各学部が求める多

様な能力や、様々な経験や活動を通じて身につけた豊かな人間性をもった学生を求めています。 

 

神学部 

 関西学院大学神学部は、1889 年の関西学院創立と同時に設置された、最も古い伝統ある学部です。神学部

はその設立時からキリスト教の伝道者育成を主要な目的として掲げています。1952 年に新制大学の一学部として

開設されてからも、学術的な質を高めつつ、高度な専門性を持つ伝道者・クリスチャンワーカーの育成に力を注い

で来ました。 

世界の動向を視野に入れ、21 世紀における日本と世界のキリスト教宣教を担うためには、将来の伝道者・クリスチ

ャンワーカーがしっかりしたキリスト教に関する専門的な知識を身につけるとともに、社会の諸現象への深い洞察力

を持ち、他の諸分野と学問的な対話をする力を養う必要があります。 
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本学部では、このような趣旨に基づき、学力審査では十分にはかることのできなかった多彩な能力を評価するため

学部特別選抜入試を行います。この学部特別選抜入試では、自分自身の考えを表現し、対話する能力を評価す

るとともに、キリスト教信仰に根ざして伝道者・クリスチャンワーカーとなろうとする志、社会での経験や異文化との出

会い、自分らしい思考や資格を重んじています。高校生、社会人、外国人留学生や帰国生徒などの枠を越えて、

広く志願者を募っています。 

入学者選抜に際しては上述の趣旨にのっとって総合的に判断しますが、提出された書類・調査書及び講義・リポ

ート課題によっておもにキリスト教理解を中心とした「知識・技能」と志望動機とを評価し、面接（口頭試問含む）に

よっておもに「思考力・判断力・表現力」と「主体性・多様性・協働性」を評価します。 

 

９．帰国生徒入学試験 

国際化時代に伴い、海外において勤務する日本人の数は多数にのぼっています。また、外国文化摂取のために

長期留学する者も増加しています。この現象に伴う帰国生徒の教育問題は高い関心事となっています。しかし、海

外での教育条件や生活環境などの違いによって大学に進学できる能力を有しながらも、日本の大学入試制度に

対応できないために、正当に評価されていないという問題が指摘されてきました。これに対して、本学では、全国の

大学に先駆けて 1964 年に帰国生徒の受け入れについての規程を制定し、その先進性で評価されています。 

この入学試験は、帰国生徒の海外での経験を評価して受け入れるためであると同時に、多様な学生を受け入れる

ことによってキャンパスの活性化を図る教育的効果も期待し、いわゆる「多元的入試」の一環として行っています。

諸外国で勉学してきた帰国生徒が海外での貴重な経験と知識を生かし、学内での相互交流を通して学識や人間

性をより一層高め、将来の日本および世界を支えていく真の国際人として成長していくことを期待しています。 

筆記試験を実施する学部については、英語、日本語に関する知識・技能、思考力・判断力・表現力の評価を行い、

面接（口頭試問含む）において海外での体験において培った主体性・多様性・協働性や、本学で学ぶ意欲につい

て評価を行います。 

 

10．UNHCR 難民高等教育プログラムによる推薦入学 

「UNHCR 難民高等教育プログラムによる推薦入学」は、関西学院大学と国連難民高等弁務官(UNHCR)駐日事務

所および国連 UNHCR 協会との協定に基づき実施する入学制度です。これは本学の建学の精神に基づく「人類の

幸福と平和に資する世界市民の育成」を現代に即したかたちで実現するためのものです。 

日本で生活する難民の方々は、厳しい環境下におかれています。特に教育面では、本人や家族の経済的事情や、

母国での出身校の卒業証明が得られないなどの理由で、高等教育を受ける機会を失っている場合が少なくありま

せん。それが就労条件の悪化、さらには、経済的事情の悪化につながっています。 

こうした状況を少しでも改善することを目的とするこの推薦入学制度で入学した生徒が、高い教養と専門性を身に

つけ、将来、日本、母国あるいは国際社会において平和の構築や社会の発展を支える人材へと成長することが期

待されています。また関西学院大学で共に学ぶ他の学生にとっても、迫害や戦争といった国際社会が抱える問題

を身近に捉えるとともに、日本国内の国際化を意識する機会となります。 

国連難民高等弁務官(UNHCR)駐日事務所および国連 UNHCR 協会の推薦に基づき、面接（口頭試問含む）を行

い本学で学ぶ意欲を中心にしながら「知識・技能」「思考力・判断力・表現力」「主体性・多様性・協働性」について

評価を行います。 

 

11．スポーツ能力に優れた者を対象とした入学試験 

この選抜入学試験制度は、スポーツ活動において優れた能力と競技実績を有し、入学後は学業と課外活動を両

立させる強い意欲をもつ者を積極的に受け入れ、本学における教育の活性化と課外活動の一層の振興に寄与す

ることを目指すものです。 

提出された書類に基づきスポーツ実績を評価するとともに、本学で学ぶにあたっての基礎学力、知識、表現力、

論理的思考力を筆記試験により評価を行います。一次合格者に対する二次審査は面接（口頭試問含む）を実施

し志願する学部で学ぶ意欲を中心に評価を行います。 

以上 


